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について保証するものではありません。また、将来予告なく変更されることがあります。○本資料中のグラフ、数値等は過去のもので

あり、将来の傾向、数値等を予測するものではありません。○投資信託は値動きのある証券に投資しますので、基準価額は変動しま
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弊社ファンドの基準価額の下落について

平素は弊社ファンドをご愛顧いただき、誠にありがとうございます。2016 年 2 月 12 日に国内の株式市場

が大きく下落したことを受けて、以下のファンドの基準価額が大きく下落いたしましたので、その要因等に

ついてご報告申し上げます。

１.基準価額及び下落率（2 月 12 日）

ファンド名称
基準価額

(円)

前日比

(円)

騰落率

(％)

ＳＢＩ ＴＯＰＩＸ100・インデックスファンド＜ＤＣ年金＞ 9,195 ▲522 ▲5.37

ニッポン創業者株式ファンド 11,783 ▲728 ▲5.82

２.基準価額の主な下落要因及び今後の見通し

今週頭に欧州金融機関の信用不安により大きく調整した株式市場ですが、10 日のイエレン米連邦準備

理事会（FRB）議長の議会証言を受け、市場の米利上げ観測が後退し、米国経済の先行き懸念が浮上す

ると、金融市場への警戒感が一段と高まりました。世界経済への不安から安全資産とされる円に資金が流

入し、円相場は 11 日に一時 1 ドル＝110 円台まで急伸しました。また、欧州では同日、長期金利が急低下

する一方で、株価が大きく下落しました。これらの動きを受け、12 日の国内株式市場は大幅安となり、日経

平均株価は 2014 年 10 月以来の 1 万 5,000 円割れとなる前営業日比 760 円 78 銭安（同▲4.84％）の

14,952 円 61 銭で取引を終えました。

国内株式市場の大幅な下落に伴い、弊社の運用する日本株関連ファンドの組入銘柄の株価も影響を受

けたことから、各ファンドの基準価額は下落いたしました。

株式市場については、引き続き短期的な売られ過ぎは意識されるものの、市場の混乱が収まるきっかけ

は見通し難くなっており、当面は外部環境を睨みながら神経質な展開が続くと予想されます。

このような環境下、当社では、引き続き適時適切な運用を行うべく尽力していく所存ですので、今後とも

よろしくお願い申し上げます。

以上
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投資信託にかかるリスク

投資信託は、主に国内外の株式・公社債等値動きのある証券を投資対象としますので、組入株式の価格の下落

や、組入株式の発行体の財務状況の悪化等の影響により、基準価額が下落し、その結果、大きく損失を被る場合

があります。

また、投資信託は、それぞれの投資信託ごとに投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投資対象国等が異

なることから、リスクの内容や性質が異なりますので、お申込みの際には必ず投資信託説明書（交付目論見書）の

内容をご確認の上、お客様自身でご判断ください。

※投資信託はリスクを含む商品であり、運用実績は市場環境等により変動します。したがって元本保証はありません。

お客様に直接・間接にご負担いただく費用等

（お買付時に直接ご負担いただく費用）

●お買付手数料          上限 3.24％（税抜 3.0％）

（途中解約時に直接ご負担いただく費用）

●信託財産留保額          上限 1.0％

（保有期間中にファンドが負担する費用（間接的にご負担いただく費用））

●信託報酬※              上限 2.16％（税抜 2.0％）

※成功報酬制を採用する投資信託については、基準価額の水準等により報酬額が変動するため、上限等を示すことができませ

ん。また、上記上限を超える場合があります。

●その他の費用

監査費用、有価証券売買時にかかる売買手数料、信託事務の諸費用等が信託財産から差引かれます。その他の

費用は、監査費用を除き、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を示すことができません。

投資信託ご購入の注意

●投資信託をご購入の際は、必ず投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめ、もしくは同時にお受取りになり、

内容をご確認ください。

●投資信託は値動きのあるものであり、元本保証、利回り保証、及び一定の運用成果の保証をするものではありま

せん。したがって、運用実績によっては元本割れする可能性があります。

●投資信託の基準価額の下落により損失を被るリスクは、投資信託をご購入のお客様が負うこととなります。

●投資信託は預金ではなく、預金保険の対象ではありません。

●銀行など登録金融機関でご購入いただく投資信託は、投資者保護基金の支払対象ではありません。


